
アカタン砂防⽂化の継承に向けて 
伊藤 喜右ェ⾨ ⽥倉川と暮らしの会 

アカタン砂防のはじまり 

⼤災害の発⽣ 
明治 28 年（1895 年）9 ⽉、アカタン⼤豪⾬に

より⼟⽯流発⽣し、幅 3 間の渓流が 30 間となり
⽥畑を埋没させる⼤災害が起きた。これは、豪⾬
により上流の⼤平が⼤崩壊し、その⼟砂が⼟⽯流
となり流下したものであった。 

⾔い伝えでは古⽊集落のコッタンも氾濫した。 
 
 ６時頃〜９時頃の集中豪⾬により、古⽊集落２０⼾が床下浸⽔。 
 県道に架かる橋は⼟俵を積んで難を逃れた。他全滅。 
 ⼤川の⽯垣や堤防を守るため、⽣⽊を切り倒し刎⽊を設置。 
 夜通し警戒と炊き出し。 
 村⼈翌朝⼭越えウチオトシで⼟⽯流発⾒、村が全滅だ！と急いで村に知らせる。 
 ⼟⽯流のろのろ進み 1 週間後、⼤川⼝で⽌まる。 
 ３０町歩の⽥んぼが全滅し、⼀⾯は⽩河原になる。 

故 歌⾨宇太郎翁が当時の記憶を記録した⼿記より 
砂防⼯事開始 

砂防法が制定されたのは、明治 30 年（1897 年）である。アカタンでも災害を受けて、
明治 33 年（1897 年）から砂防⼯事が始まった。伝承によれば、⼀⽇ 200 から 300 ⼈が
この⼯事に就業し、⼥性は千本付による⼟堰堤の築堤を、男性は⽯堰堤の⽯積の作業を
⾏ったそうである。 

 

上流に転がる、不安定で危険な
岩（野⾯⽯）を堰堤に利⽤ 

⽼若⼥性 40 から 50 ⼈が列を作り、
歌いながら突き棒で⼟堰堤を突き
固めた 
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⽥倉川と暮らしの会 

 
 

保全活動 
 砂防保全活動として、6 ⽉に関係団体が集結し、

草刈、清掃、簡易補修を実施。 
 その他、不定期だが草刈を数回実施。 
 毎年、ベースキャンプの雪囲いを実施。 
 定期的なアクセス道の点検。 
 部分的なアクセス道の簡易補修を実施。 
 
 
語り部活動 
 現地⾒学会の案内。 
 ⾃然体験講座での歴史的砂防施設の説明。 
 他県活動団体との交流 
 コア施設での資料展⽰。 
 歴史的砂防施設に学ぶ体験活動指導者養成講座

の開催。
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砂防施設の紹介 

アカタン砂防堰堤群  伊藤 喜右ェ⾨ ⽥倉川と暮らしの会 

 

 

 

⽯堰堤 

⼟堰堤 

写真：環境⽂化研究所 
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